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　会員の皆様方のお取引先やお知り合いで、当所の会員でない
事業所がございましたらぜひご紹介ください。

小千谷商工会議所　☎８１－１３００
新規会員募集中‼

交通・諸業部会合同視察研修	 � ２
伴走型小規模事業者支援事業「フードメッセinにいがた2019」出展	 � ２
創業塾� ３
経営者育成塾	� ３
おめでとうございます！第６２回商工従業員表彰受賞者名簿	 � ４
地域おこし協力隊牛久保くんのコラム「牛久保はミタ！！」	 � ６

青年部 上越市で視察研修



　去る11月６日（水）～８日（金）に新潟市朱鷺メッセ 新潟コ
ンベンションセンターにて、日本海側最大の食の見本市である
「第11回フードメッセinにいがた2019」が開催されました。
　小千谷商工会議所では令和元年度伴走型小規模事業者支
援推進事業としてフードメッセinにいがたへの出展補助事業
を行い、当日は市内企業３社が小千谷商工会議所ブースとし
て出展しました。
　出展企業には展示会での成果向上を目的とした「商談力
向上セミナー」を事前に受講していただき、その後は専門家の
個別支援を受けて商談件数を増やす為のブース作り、商品の
訴求方法の見直し、営業トークスクリプトの作成、出展後の
効果検証や事後商談の進め方について取り組んでいただきま
した。
　こうした取り組みを通して出展企業からは「取引を希望す
るたくさんのバイヤーと名刺交換ができ、その後の商談につ
ながった｣｢理想の取引
先のニーズや自社の課
題が分かった」「自社
の販路開拓を見直す
機会となった」などの
ご感想をいただいてお
り、有意義な展示会出
展事業となりました｡

第１１回フードメッセinにいがた2019
小千谷商工会議所ブースで出展しました！
第１１回フードメッセinにいがた2019
小千谷商工会議所ブースで出展しました！

　交通部会（山岸豊司部会長）、諸業部会（佐藤昭夫部会長）
では、11月15日（金）に小千谷地区エネルギー懇談会の視察
見学会へ同行し、茨城県那珂市にある「那珂核融合研究所」
の視察研修を実施しました。会員事業所からは10名の参加
がありました。
　核融合は太陽を燃やすエネルギーと同じもので、少ない
燃料で大きなエネルギーを生み出し、環境汚染物質も発生
しません。那珂核融合研究所ではこのエネルギーの実用化
を目指し研究を進めています。
　研究所内には多くの実験装置があり、核融合を発生させ
る装置や電力を供給する超電導コイル、装置の内部で用い
る観測装置などを見学し、核融合発生装置のデモンスト
レーションでは、モニター越しに内部でエネルギー反応が
広がり、一瞬強く光る様子を見ることができました。
　参加者は施設担当の方へ質問等をしながら興味深そうに
見学を行いました。

交通・諸業部会合同
那珂核融合研究所を視察
な　　　か

以前研究に使われて
いた核融合発生装置。
この装置で1億度を
超える高温と燃料が
核融合を起こす
「プラズマ状態」を
作り出しました。
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　去る11月14日(木)におぢやまちゼミの会（風間正徳会
長）主催の「インスタ活用セミナー」が開催されました。
　セミナーの講師には写真家の池田　哲郎氏及び、マー
ケティングアドバイザーの藤井　篤氏の２名をお招き
し、デジカメやスマホで写真を撮る際に、見る人の心を
引きつける写真の撮り方についてわかりやすく解説いた
だきました。参加者の中にはこれまで一度もスマホで写
真を撮ったことがない方もいらっしゃいましたが、ピン
トの合わせ方、ズームの仕方、背景の選び方、構図、な
ど細かく指導していただき、一人で基本的な写真をとる
ことが出来るレベルまでスキルアップされていました。
　おぢやまちゼミの会では、まちゼミ参加店以外の事業
所も参加可能なＳＮＳを商売に繋げるセミナーを継続的
に開催予定です。

おぢやまちゼミの会
「インスタ活用セミナー」開催！

写真家の池田氏による指導の様子

　去る11月20日(水)ホテルプラザ片山において､第2回
商店街等連絡会議が開催されました。
　会議では、各商店街・商工振興会より各商店街等の
現状や課題、将来に向けた取組み等について報告が
あった後、小千谷市からは本年度及び次年度の小千谷
市の補助事業等について説明があり、商工会議所から
は県のまちなか賑わい創出専門家活用事業や各商店街
の空き店舗調査、各種セミナーや商店街活性化事業に
ついての説明がありました。
　各団体による報告の後には、今後の商店街等の活性
化に向けて､商店街等同士での交流や連携事業について
の情報交換、商店街等と小千谷市、商工会議所の連携
をより強化していくための意見交換等を行いました｡

第２回商店街等連絡会議を開催



　去る11月5日(火)～12月10日(火)において、長岡大
学より講師をお招きし、当所にて全６回の「経営者
育成塾」を開催し、８名の方が受講されました。
　セミナーでは若手経営者や後継者が自社の経営計
画を策定する為の基礎知識や思考方法を習得するこ
とを目的として、経営革新の必要性から経営戦略の
策定、マーケティング、利益計画策定などについ
て、長岡大学の専門講師がテーマ毎に講義を行いま
した。
　講義では座学だけでなく、実際のモデルケースを
基にしたワークショップ等も行い、学んだ知識のア
ウトプットと受講者同士の意見交換の場として意欲
的に取り組んでいただきました。
　また、「小規模事業者持続化補助金（販路開拓費
用50万円補助）」や「ものづくり・商業・サービス
生産性向上補助金（設備投資等費用１，０００万円
補助）」などの経営計画策定が要件となる補助金に
採択される為のポイントについても解説していただ
きました。

『経営者育成塾』を開催『経営者育成塾』を開催
長岡大学・小千谷商工会議所 連携企画

全６回の講義とワークショップ
　11月14日(木)より、長岡大学・小千谷市・日本政策金融
公庫の協力を得て、市内で新規創業または第二創業を目指
す方々を対象にした「創業塾」(全４回)を開催しました。
　講師には、中小企業診断士で長岡大学教授の小松俊樹 
氏をお迎えし、創業に対する心構えや、発想力の重要性な
どについてご講義いただきました。
　新潟県の創業(開業)率は全国でも最下位を争うほどですが､
当市においても創業相談や実質開業数が少ないのが現状です｡
　今回の創業塾への参加者は６名と昨年に比べ若干多く、
皆さんから創業への強い思いを感じました。
　また、この創業塾に全て参加すると、小千谷市の「小千
谷市中心市街地空き店舗棟活用支援事業」「開業応援事
業」の補助金が増額されるという特典があります。今後も
創業、第二創業をお考えの方は、商工会議所へいつでもお
気軽にご相談ください。
　当所も創業支援に力を入れており､より質の高い創業を
していただくために来年度以降も創業塾を実施いたします｡

「創業塾」開催「創業塾」開催

小千谷で創業応援します!!
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「
一
発
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に
な
ら
な
い
秘
訣
を

　
　
　

多
可
町
の
巻
き
ず
し
に
学
ぶ
」

日
経
Ｂ
Ｐ
社

「
日
経
ビ
ジ
ネ
ス
」シ
ニ
ア
エ
デ
ィ
タ
ー

渡
辺　
和
博

　

先
日
、
兵
庫
県
の
多
可
町
と
い
う
ま
ち
を
訪
ね

ま
し
た
。
姫
路
市
か
ら
車
で
1
時
間
ほ
ど
の
山
の

中
の
ま
ち
で
す
。
三
つ
の
町
村
が
合
併
し
た
人
口

が
２
万
人
ほ
ど
の
、
面
積
が
広
い
わ
り
に
は
小
さ

な
ま
ち
で
す
。
酒
米
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
知
ら
れ

る
山
田
錦
の
発
祥
の
地
で
、
宮
中
の
歌
会
な
ど
に

も
使
わ
れ
て
き
た
杉
原
紙
の
産
地
で
す
。
ま
た
、

「
敬
老
の
日
」
と
い
う
祭
日
が
制
定
さ
れ
る
き
っ

か
け
に
な
っ
た
ま
ち
だ
そ
う
で
す
。

　

全
国
の
ど
こ
に
で
も
あ
り
そ
う
な
自
然
豊
か
な

農
村
で
す
が
、
こ
こ
で
知
る
人
ぞ
知
る
ヒ
ッ
ト
商

品
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。「
マ
イ
ス
タ
ー
工

房
八
千
代
」
と
い
う
小
さ
な
産
直
市
場
の
よ
う
な

お
店
で
販
売
さ
れ
て
い
る
太
巻
き
ず
し
「
天
船
巻

き
ず
し
」
で
す
。

　

毎
日
１
５
０
０
本
ほ
ど
つ
く
ら
れ
て
い
て
午
前

中
に
ほ
ぼ
完
売
。
恵
方
巻
を
食
べ
る
節
分
に
は
予

約
を
含
め
て
そ
の
十
倍
の
１
万
５
０
０
０
本
が
1

日
で
売
れ
る
そ
う
で
す
。
人
口
２
万
人
の
ま
ち
で

毎
日
１
５
０
０
本
が
売
れ
る
と
い
う
の
も
驚
異
的

で
す
し
、
ブ
ー
ム
と
は
い
え
節
分
の
１
万
５
０
０

０
本
は
と
ん
で
も
な
い
数
字
で
す
。

　

天
船
巻
き
ず
し
は
、
地
元
産
の
か
ん
ぴ
ょ
う
や

厚
焼
き
玉
子
、
シ
イ
タ
ケ
煮
、
キ
ュ
ウ
リ
な
ど
を

の
り
巻
き
に
し
た
い
わ
ゆ
る
太
巻
き
ず
し
で
、
特

別
珍
し
い
高
価
な
食
材
が
使
わ
れ
て
い
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ユ
ニ
ー
ク
な
の
は
、
断
面
が
や

や
横
長
の
俵
型
で
、
キ
ュ
ウ
リ
は
細
切
り
で
は
な

く
、ほ
ぼ
丸
の
ま
ま
1
本
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

こ
の
多
め
の
キ
ュ
ウ
リ
が
し
っ
か
り
と
味
付
け
さ

れ
た
他
の
具
材
と
食
感
、
味
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を

つ
く
っ
て
い
て
絶
妙
で
す
。
ご
は
ん
が
少
な
め
な

の
も
バ
ラ
ン
ス
が
良
い
。

　

こ
ん
な
に
売
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は

テ
レ
ビ
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
番
組
で
紹
介
さ
れ
て
か

ら
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
感
心
し
た
の
は
、
そ
の

後
に
ヒ
ッ
ト
を
維
持
す
る
た
め
の
工
夫
が
シ
ス
テ

マ
チ
ッ
ク
に
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
ず
品
質
で
す
。
こ
れ
だ
け
の
数
を
つ
く
る
の

で
す
か
ら
当
然
何
人
も
の
地
元
の
人
が
作
業
し
て

い
ま
す
。
巻
き
方
や
具
材
の
量
・
バ
ラ
ン
ス
に
ば

ら
つ
き
が
出
な
い
よ
う
に
、
名
人
と
い
わ
れ
る
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
さ
ん
が
指
導
し
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る

そ
う
で
す
。
さ
ら
に
、出
荷
時
に
は
一
本
一
本
に
、

誰
が
巻
い
た
か
が
分
か
る
よ
う
に
名
前
を
表
示
し

て
責
任
を
明
確
に
し
て
つ
く
り
手
の
プ
ラ
イ
ド
を

維
持
し
て
い
ま
す
。

　

具
材
は
地
元
産
の
農
産
物
が
中
心
で
す
か
ら
、

需
要
が
大
き
く
な
れ
ば
地
元
の
生
産
者
が
潤
い
ま

す
。
販
路
に
つ
い
て
も
、
原
則
と
し
て
ま
ち
の
外

で
は
販
売
せ
ず
、
地
元
の
店
舗
に
買
い
に
来
て
も

ら
う
こ
と
で
ま
ち
の
活
気
を
生
み
出
し
て
い
ま

す
。
毎
日
観
光
バ
ス
が
や
っ
て
く
る
ほ
ど
で
す
。

　

地
元
の
材
料
で
つ
く
っ
た
も
の
を
地
元
の
消
費

が
核
と
な
っ
て
支
え
て
い
て
、
そ
れ
が
広
く
ヒ
ッ

ト
商
品
に
育
っ
て
地
域
に
新
た
な
雇
用
を
生
ん
で

い
ま
す
。

　

私
が
い
い
な
と
思
う
の
は
、
も
ち
ろ
ん
頑
張
っ

て
は
い
る
の
で
す
が
、
も
と
も
と
地
元
の
ソ
ウ
ル

フ
ー
ド
な
の
で
、
製
造
も
販
売
も
無
理
は
し
て
い

な
い
と
こ
ろ
で
す
。
毎
日
「
売
り
切
れ
御
免
」
で
、

売
れ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
調
子
に
乗
っ
て
増
産

し
た
り
拡
販
し
た
り
し
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
ヒ
ッ
ト

を
一
発
屋
で
終
わ
ら
せ
な
い
秘
訣(

ひ
け
つ)

と
い

え
そ
う
で
す
。

◇
渡
辺　

和
博
／
わ
た
な
べ
・
か
ず
ひ
ろ

　

１
９
８
６
年
筑
波
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科
修
士
課

程
修
了
。
同
年
日
本
経
済
新
聞
社
入
社
。
全
国
各
地
の
も

の
づ
く
り
企
業
、
自
治
体
、
地
域
商
社
や
Ｄ
Ｍ
Ｏ
な
ど
を

取
材
、
地
域
に
持
続
的
に
稼
げ
る
ビ
ジ
ネ
ス
を
つ
く
る
こ

と
を
テ
ー
マ
に
し
た
著
書
『
地
方
発
ヒ
ッ
ト
を
生
む
逆
算

発
想
の
も
の
づ
く
り
』
が
あ
る
。
全
国
の
商
工
会
議
所
な

ど
で
地
域
活
性
化
や
名
産
品
開
発
を
支
援
す
る
講
演
な
ど

を
実
施
し
て
い
る
。

会報本紙に掲載
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第
62
回
商
工
従
業
員
表
彰
受
賞
者
名
簿（
敬
称
略
）

エ
ヌ
・
エ
ス
・
エ
ス
㈱

�

関　
　
　

勝　

志　

50
年

㈲
大
橋
鉄
工
所

�

野　

口　

鉄　

男　

54
年

小
片
鉄
工
㈱

�

阿　

部　

良　

明　

50
年

加
賀
工
業
㈱
小
千
谷
工
場

�

渡　

邉　

誠
一
郎　

50
年

エ
ヌ
エ
ス
ア
ド
バ
ン
テ
ッ
ク
㈱

�

金　

子　

公　

夫　

40
年

�

佐　

野　

芳　

克　

40
年

小
片
鉄
工
㈱

�

大　

橋　

義　

久　

40
年

�

岡　
　
　

義　

治　

40
年

加
賀
工
業
㈱
小
千
谷
工
場

�

大　

川　

敏　

晴　

40
年

税
理
士
法
人
小
宮
山
会
計
事
務
所

�

関　
　
　

睦　

子　

40
年

㈱
関
鉄
工
所

�

国　

松　

弘　

一　

40
年

㈱
タ
カ
ハ
シ
キ
カ
イ

�

木　

曽　

淑　

博　

40
年

�

阿　

部　
　
　

稔　

40
年

㈱
丸
魚
魚
沼
水
産

�

佐　

藤　

孝　

夫　

40
年

�

佐　

藤　

明　

彦　

40
年

丸
山
建
設
㈱

�

丸　

山　

美
代
子　

40
年

�

樋　

口　

孝　

幸　

40
年

㈱
浅
田
精
機

�

金　

子　

己　

浩　

30
年

㈱
位
下
印
刷

�

大
久
保　

美
千
代　

30
年

エ
ヌ
エ
ス
ア
ド
バ
ン
テ
ッ
ク
㈱

�

和　

田　

俊　

光　

30
年

�

藤　

沢　

省　

吾　

30
年

�
田　

村　

幸　

一　

30
年

�
阿
久
津　

美
智
也　

30
年

�
佐　

藤　

晴　

樹　

30
年

�

中　

村　

光　

明　

30
年

�

重　

山　
　
　

誠　

30
年

�

駒　

村　
　
　

要　

30
年

�

小　

川　
　
　

浩　

30
年

小
片
鉄
工
㈱

�

関　
　
　

浩　

次　

30
年

�

田　

中　

美　

晴　

30
年

オ
ヂ
ヤ
セ
イ
キ
㈱

�

渡　

辺　

孝　

一　

30
年

�

能　

登　

靖　

之　

30
年

㈱
小
千
谷
精
工

�

鈴　

木　

比
登
志　

30
年

�

関　
　
　

憲　

一　

30
年

加
賀
工
業
㈱
小
千
谷
工
場

�

田　

中　

恵　

子　

30
年

㈱
キ
ム
ラ

�

宮　

崎　

恵
美
子　

30
年

㈱
共
栄
農
工
社

�

山　

口　
　
　

豊　

34
年

ケ
ー
エ
ス
エ
ス
㈱
小
千
谷
工
場

�

細　

貝　
　
　

豊　

30
年

�

小　

池　
　
　

剛　

30
年

㈲
諏
訪
部
鉄
工
所

�

大　

渕　

和　

代　

30
年

㈱
第
一
測
範
製
作
所

�

星　

野　

郁　

子　

30
年

�

南　

雲　

良　

子　

30
年

�

小　

林　
　
　

顕　

30
年

�

吉　

井　

和　

彦　

30
年

�

酒　

井　

浩　

樹　

30
年

�

小　

池　

佳　

宏　

30
年

㈱
た
か
の

�

小
野
塚　

和　

彦　

30
年

�

小　

宮　

真　

紀　

30
年

�

山　

口　
　
　

努　

30
年

㈱
タ
カ
ハ
シ
キ
カ
イ

�

小　

林　

直　

樹　

30
年

�

小　

林　
　
　

厚　

30
年

�

広　

井　

英　

樹　

30
年

�

渡　

辺　

恵　

子　

30
年

新
潟
銘
醸
㈱

�

渡　

辺　

義　

和　

31
年

㈱
平
忠

�

佐　

治　

弥
生
子　

31
年

㈱
フ
ー
ゲ
ツ

�

覚　

張　

知　

子　

30
年

㈱
北
越
舗
道

�

丸　

山　
　
　

明　

30
年

㈱
細
貝
食
品

�

佐　

藤　
　
　

剛　

31
年

ユ
キ
ワ
精
工
㈱

�
広　

川　
　
　

靖　

30
年

�
吉　

原　
　
　

章　

30
年

�
水　

瀬　

基　

生　

30
年

理
研
精
機
㈱

�

星　

野　
　
　

修　

30
年

�

渡　

邉　

和　

之　

30
年

�

濁　

川　
　
　

勇　

30
年

�

山　

﨑　

和　

裕　

30
年

�

川　

上　

光　

宏　

30
年

㈱
浅
田
精
機

�

田　

中　

信　

之　

20
年

エ
ヌ
エ
ス
ア
ド
バ
ン
テ
ッ
ク
㈱

�

堀　

井　

和　

彦　

20
年

�

小　

林　

和　

貴　

20
年

�

高　

橋　

泰　

介　

20
年

�

石　

山　

智　

徳　

20
年

�

板　

垣　

真　

弥　

20
年

�

金　

井　

安　

行　

20
年

�

関　
　
　

智　

美　

20
年

�

藤　

沢　

和　

子　

20
年

�

若　

杉　

和　

美　

20
年

大
川
印
刷
㈱

�

小　

杉　

雄　

亮　

20
年

㈱
小
千
谷
コ
ン
ク
リ
ー
ト
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

�

佐　

藤　
　
　

登　

20
年

オ
ヂ
ヤ
セ
イ
キ
㈱

�

山　

本　

大　

地　

20
年

�

原　

澤　

拓　

也　

20
年

㈱
小
千
谷
精
工

�

佐　

藤　

順　

子　

20
年

�

関　
　
　

克　

江　

20
年

�

佐　

藤　

紀　

子　

20
年

㈱
共
栄
農
工
社

�

吉　

井　

雅　

人　

26
年

�

大　

塚　

吾　

郎　

20
年

�

内　

山　

和　

也　

20
年

司
法
書
士
星
野
誠
事
務
所

�

杵　

渕　

智　

子　

20
年

秀
和
建
設
㈱

�

関　
　
　

隆　

宏　

20
年

㈱
し
ん
設
備

�

吉　

井　

孝　

男　

20
年

�

廣　

川　
　
　

隆　

20
年

新
デ
ン
シ
㈱

�

西　

川　

直　

子　

20
年

日
本
商
工
会
議
所
会
頭

小
千
谷
商
工
会
議
所
会
頭
表
彰

新
潟
県
商
工
会
議
所
連
合
会
会
頭

小
千
谷
商
工
会
議
所
会
頭
表
彰

50
年
勤
続

40
年
勤
続

30
年
勤
続

20
年
勤
続

（
４
名
）

（
13
名
）

（
49
名
）

（
52
名
）



小千谷商工会議所 会員大会 開催日：令和２年 1月4日㈯

「近代日本資本主義の父 渋沢栄一に学ぶ」
　会 場　小千谷商工会議所 ３Ｆホール
　講 師　京都産業大学　経営学部
　　　　　　教授　松 本 和 明 氏

【第１部】新春セミナー 【第２部】新春賀詞交歓会
午後３時開演（2時30分受付開始） 午後４時３０分開宴（4時受付開始）

当商工会議所会員ならびに関係団体の方限定
会　場　サンプラザ　大ホール
参加費　お一人 2,000 円　名刺をご持参ください。
参加お申し込みは会報11月号の折込チラシまたは
お電話で（小千谷商工会議所☎0258-81-1300)（写真：渋沢栄一記念館所蔵）

参加無料
一般入場可
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㈱
第
一
測
範
製
作
所

�

五
十
嵐　
　
　

健　

20
年

�
阿　

部　
　
　

将　

20
年

�
高　

橋　
　
　

覚　

20
年

�
高　

橋　

寛　

子　

20
年

�

井　

口　

徳　

久　

20
年

�

大　

嶋　

春　

樹　

20
年

㈱
た
か
の

�

椛　

澤　

優　

介　

20
年

�

小　

川　

美
和
子　

20
年

�

門　

脇　
　
　

聡　

20
年

㈱
タ
カ
ハ
シ
キ
カ
イ

�

伊　

藤　

春　

雄　

20
年

�

杵　

渕　

貴　

史　

20
年

㈲
ネ
ッ
ク

�

阿　

部　

明　

美　

20
年

㈱
伴
清
工
業

�

宮　

良　
　
　

豊　

21
年

㈱
フ
ー
ゲ
ツ

�

西　

山　
　
　

聡　

20
年

㈱
北
越
舗
道

�

池　

田　

成　

人　

20
年

㈱
丸
山
工
務
店

�

戸　

田　

裕　

紀　

20
年

㈲
宮
嶋
薬
局

�

吉　

田　

理　

絵　

20
年

ユ
キ
ワ
精
工
㈱

�

遠　

藤　
　
　

猛　

20
年

�

竹　

嶌　

信　

之　

20
年

�

中　

村　

博　

保　

20
年

�

小　

島　

大　

介　

20
年

�

小　

林　

悠
美
子　

20
年

�

薮　

崎　

恭　

正　

20
年

㈱
吉
村
組

�

平　

澤　

啓　

松　

20
年

理
研
精
機
㈱

�

石　

田　

清　

隆　

20
年

�

小　

玉　
　
　

亮　

20
年

㈱
わ
た
や

�

岡　

田　

紀
美
子　

20
年

越
後
札
紙
㈱

�

佐　

藤　
　
　

昭　

10
年

エ
ヌ
エ
ス
ア
ド
バ
ン
テ
ッ
ク
㈱

�

小　

川　

千　

春　

10
年

�

田　

中　

洋　

明　

10
年

�

関　
　
　

真
奈
美　

10
年

�

中　

村　

さ
や
か　

10
年

�

金　

子　

由　

司　

10
年

�

田　

中　

暁　

子　

10
年

�

廣　

井　

沙　

織　

10
年

�

細　

貝　

明　

弘　

10
年

�
間　

嶋　

大　

介　

10
年

�
佐　

野　

千　

尋　

10
年

エ
ヌ
・
エ
ス
・
エ
ス
㈱

�

和　

田　
　
　

圭　

10
年

�

涌　

井　

裕　

之　

10
年

�

間　

宮　

貴　

文　

10
年

�

山　

本　

結　

衣　

10
年

�

新　

保　
　
　

瞳　

10
年

㈱
小
千
谷
精
工

�

丸　

山　

宏　

子　

10
年

�

納　

谷　

藤　

平　

10
年

�

久　

賀　
　
　

稔　

10
年

�

椛　

澤　

ひ
と
み　

10
年

�

小　

川　

た
か
子　

10
年

小
千
谷
タ
ク
シ
ー
㈱

�

渡　

辺　

政　

美　

10
年

�

芦　

川　

光　

夫　

10
年

小
千
谷
生
コ
ン
㈱

�

真　

島　

松　

栄　

10
年

�

森　

山　

恵
美
子　

10
年

㈱
共
栄
農
工
社

�

渡　

辺　

和　

也　

16
年

�

野　

中　

拓　

郎　

16
年

�

金　

子　

久　

夫　

13
年

�

大　

平　
　
　

巧　

13
年

�

佐　

藤　

貴　

弘　

10
年

�

渡　

辺　

裕　

喜　

10
年

�

安　

達　

大　

地　

10
年

ケ
ー
エ
ス
エ
ス
㈱
小
千
谷
工
場

�

髙　

橋　
　
　

歩　

10
年

�

山　

賀　
　
　

栞　

10
年

�

古
田
島　

杏　

里　

10
年

㈲
ケ
ー
エ
ス
商
事

�

遠　

藤　

健　

治　

10
年

税
理
士
法
人
小
宮
山
会
計
事
務
所

�

井　

口　

友　

紀　

10
年

㈱
し
ん
設
備

�

小　

宮　
　
　

勇　

18
年

新
デ
ン
シ
㈱

�

山　

下　

政　

紀　

10
年

㈱
第
一
測
範
製
作
所

�

西　

方　
　
　

崇　

10
年

�

長
谷
川　

博　

史　

10
年

�

小　

川　
　
　

歩　

10
年

㈱
た
か
の

�

星　

野　

拓　

也　

10
年

�

篠　

田　

智　

美　

10
年

�

和　

田　

沙
耶
佳　

10
年

�

畔　

上　
　
　

綾　

10
年

㈱
タ
カ
ハ
シ
キ
カ
イ

�

内　

藤　

大　

樹　

10
年

テ
ッ
ク
海
発
㈱

�

佐　

藤　

昂　

央　

10
年

㈱
ト
ラ
ス
ト

�

伊　

佐　

辰　

弥　

10
年

新
潟
銘
醸
㈱

�
星　

野　

祐　

作　

11
年

㈱
広
川
工
務
店

�

山　

田　

正　

美　

10
年

㈱
北
越
舗
道

�

須　

田　

俊　

祐　

10
年

㈱
細
貝
食
品

�

渡　

部　

勝　

宏　

10
年

�

青　

柳　

亮　

平　

10
年

�

樋　

口　

千
恵
美　

10
年

�

小　

林　

明　

美　

10
年

㈾
山
岸
織
物

�

小　

林　

千　

穂　

10
年

ユ
キ
ワ
精
工
㈱

�

髙　

野　

克　

也　

10
年

�

羽　

賀　

裕　

之　

10
年

�

杉　

山　
　
　

陵　

10
年

�

高　

橋　

祐　

太　

10
年

㈱
ヨ
コ
ヤ
マ
鉄
工

�

関　

口　
　
　

勝　

13
年

㈲
吉
田
商
店

�

高　

橋　

敏　

江　

10
年

�

久
保
田　

沙
耶
花　

10
年

㈱
吉
村
組

�

上　

村　

政　

則　

10
年

�

青　

木　

淳　

一　

10
年

�

今　

井　

豊　

明　

10
年

理
研
精
機
㈱

�

吉
備
津　

卓　

也　

10
年

�

大　

矢　

健　

太　

10
年

�

田　

中　

陽　

裕　

10
年

�

堀　

沢　

郁　

弥　

10
年

�

小　

宮　

賢　

人　

10
年

小
千
谷
商
工
会
議
所
会
頭
表
彰

10
年
勤
続
（
72
名
）

　
小
千
谷
商
工
会
議
所
で
は
商
工

業
の
発
展
を
期
す
る
た
め
、
同
一

事
業
所
に
永
年
勤
続
し
、
ま
た
は

産
業
振
興
上
特
に
優
良
と
認
め
ら

れ
た
商
工
従
業
員
（
小
千
谷
商
工

会
議
所
の
会
員
事
業
所
に
雇
用
さ

れ
て
い
る
従
業
員
）
を
毎
年
表
彰

し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
49
事
業
所
、
190
名

の
方
に
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
呈

し
ま
し
た
。



エネルギー産業と上越の歴史を学ぶ

小千谷商工会議所青年部視察研修

　去る11月13日(水)､青年部(会長 久保田邦彦、委員長 大竹
直哉)が上越市内で視察研修を実施しました。
　はじめに国際石油開発帝石株式会社の直江津LNG基地を
訪問しました。LNGとは、液化天然ガス（=Liquefied Natural 
Gas）のことを指し、天然ガスをマイナス162度に冷却することによ
り液化させたものですが、同基地ではLNGの受け入れ、貯蔵を
行い、その後気化した製品ガスを同社保有のパイプラインから関
東を中心とした１都８県に供給しているそうです。同基地内には
LNGタンカーから荷役を行う巨大アンローディングアーム、LNGを
貯蔵する高さ約54m、直径約83mの巨大タンクが2基、気化を行
うための設備がいくつもあり、これらの設備をバスに乗って見学し
ました。また、見学前の同社担当者による概要説明の際には、参
加者がそれぞれの業種の視点から多数の質問をし、有意義な
視察となりました。
　続いて昼食を兼ねて訪れた百年料亭宇喜世は、国登録の有
形文化財に指定されており、百年
以上の歴史を持つ料亭であり、同
様に百年以上の歴史を持つ料亭
同士がネットワークを組む「百年料
亭ネットワーク」にも参画し、伝統を
継承しながら地域の活性化に貢献
していました。またその後に訪れた
岩野原葡萄園にも、ワイン蔵が国
登録の有形文化財に指定されて
おり、上越の歴史を感じることがで
きました。
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　もう12月なんですね、気付いたら着
任１年半を超えて折り返しに入っていま
した。平穏無事に暮らせていて本当に感
謝しかありません。今後とも宜しくお願
い致します。

　最近、意見と批判の違いをよく考えています。「いい作品作
るけど歯並びが気に食わない」とか「作品は面白くないけど
性格がいい」とか本筋から外れた部分への意見が批判であっ
て、作品が面白くなかったとはっきり言われるのは意見とし
て成長に繋がります。
　モノづくりの質は歴史的な天才でもない限り自分一人で
成長することはありません。明治の文豪も昭和の漫画家も確
かにすごい人達ですが、強力なコミュニティの中で生まれた
のではないかと思っています。
　着任してから個人で動画製作に当たっていますが、同業者
がいないとなかなか自分が成長したか退化したかわからな
くなります。なので技術うんぬんは置いといて自分で面白い
と思えるものを発信していこうと思って新企画「小千谷酒場
巡礼」を始めました。美味い酒と旨い肴とおぢやんしょを巡る
だけの動画ですが、良かったらYouTube「おぢや放送室」で
検索して、ふとした時間にご覧になって見て下さい。もっと良
かったらオススメの飲み屋に連れて行ってください！

牛久保くんのコラム
地域おこし協力隊

牛久保はミタ！！牛久保はミタ！！
「成長の話し」

　去る１１月２日（土）～５日（火）、３泊４日の「中国北京
視察研修会」に参加しました。中国経済の状況を肌で感じ
ること、新潟県からの進出企業の活躍を視察することを
研修目的に４名の参加となりました。
　首都の北京市は、人口２，１５０万人、重慶、上海に次ぐ
中国第３の都市で面積は新潟県の１．３倍　市内総生産
３８兆６千億円で日本のＧＤＰの１／１５　就業者割合
は第３次産業６２％第２次産業３６％です。
　北京空港に夕刻到着し、そこから市内のホテルに到着
するまでの第一印象は、夜の暗さと点在する高層建築群
の明かりがまばらなこと。エネルギー転換による可能性
の高さを予感しました。
　２日目は、故宮博物院（紫禁城）見学と企業訪問です。広
大な天安門広場から午門をくぐって故宮博物院に入り、
１ｋｍ先の神武門までの間に、即位など重要な儀式を
行った太和殿、科挙に使われた保和殿、執務を行っていた
乾清宮などを見学。消失により再建されたと聞きました
が、皇帝権力の強大さを示す建造物を目の当たりにし、統
治の根本を見た気がしました。
　午後からは「自然水景世界」のショールーム訪問。ここ
は新潟県の巻町出身の天野　尚（故人）氏の遺志を継いで
去年５月にオープンした施設。氏は、すみだ水族館やリス
ボン海洋水族館のアクアリウム水槽のレイアウトを手掛
けるなど、各国からの評価が高い。説明によれば、水槽内
の小石や岩、水草、枯れ木などは全て日本から輸入してい

るとのこと。ニッチな分野にも富裕層が影響しているこ
とに驚きました。
　３日目、万里の長城に向かう。訪れた先は八達嶺長城と
いう観光の定番スポット。城壁の高さは北と南で差があ
り、北京に面した南側は低く、領土外からの侵入を防ぐ北
側は高くなっている。整備された歩道を歩きながら、月か
ら見える地球の建造物の上にいることに感謝しつつも、
名所・旧跡は古くなっても修復は最小限であってほしい
と願わずにいられませんでした。
　長い歴史に培われたその国の文化や習慣は、努めて理
解しようとする気持ち抜きには馴染めない。一方的な物
言いは、スカッとはするが、先々には繋がらない。日本と
中国が互いに理解し協力することで発展する分野は必ず
あると強く思った視察研修でした。
　　　　　　　　（視察団長　専務理事　渡邊芳久　記）

観光サービス部会観光サービス部会 中国北京視察研修会中国北京視察研修会



◇武田　双雲／たけだ・そううん
　1975年熊本生まれ。東京理科大学卒業後、NTTに就職。約3年後
に書道家として独立。NHK大河ドラマ「天地人」や世界遺産「平泉」
など、数々の題字を手掛ける。講演活動やメディア出演、著書出版も
多数。2013年度文化庁から文化交流使に任命され、ベトナム・
インドネシアにて、書道ワークショップを開催。15年には、カリフォ
ルニアにて個展開催、17年にはワルシャワ大学にて講演など、世界
各国で活動する。
  公式ブログ「書の力」：http://ameblo.jp/souun/
  公式サイト：http://www.souun.net/、感謝69：http://kansha69.com/
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令和２年度 無料経営相談会
　　　　　　　  毎月実施中！
次回開催日：１月16日（木）
講　　　師：今井 進太郎 氏（中小企業診断士)
次々回開催日：２月６日（木）
講　　　師：小松 俊樹 氏（中小企業診断士）
開 催 時 間：いずれも午後１時～午後４時
会　　　場：小千谷商工会議所 ２階　研修室
※事前予約が必要です。小千谷商工会議所☎81-1300

　

全
産
業
合
計
の
業
況
Ｄ
Ｉ
は
、
▲
２

６
・
８
（
前
月
比
▲
２
・７
ポ
イ
ン
ト
）。

　

省
力
化
投
資
を
中
心
と
す
る
設
備
投

資
や
都
市
部
の
民
間
工
事
な
ど
の
建
設

業
は
堅
調
に
推
移
し
た
も
の
の
、
消
費

税
率
引
上
げ
に
伴
う
消
費
者
の
節
約
志

向
の
強
ま
り
や
、
高
額
品
を
中
心
と
す

る
駆
け
込
み
需
要
の
反
動
減
の
影
響
が

残
り
、
小
売
業
や
サ
ー
ビ
ス
業
、
卸
売

業
な
ど
幅
広
い
業
種
の
売
上
が
落
ち
込

ん
だ
。
ま
た
、
米
中
貿
易
摩
擦
や
世
界

経
済
の
先
行
き
不
透
明
感
、
深
刻
な
人

手
不
足
や
人
件
費
の
上
昇
、
仕
入
コ
ス

ト
や
光
熱
費
の
増
加
が
業
種
を
問
わ

ず
、
広
く
業
況
の
押
し
下
げ
要
因
と

な
っ
て
お
り
、
中
小
企
業
の
景
況
感
に

は
鈍
さ
が
見
ら
れ
る
。

　

先
行
き
見
通
し
Ｄ
Ｉ
は
、
▲
２
３
・

５
（
今
月
比
＋
３
・
３
ポ
イ
ン
ト
）。

　

ク
リ
ス
マ
ス
や
年
末
年
始
の
個
人
消

費
拡
大
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
め
た
観

光
需
要
拡
大
へ
の
期
待
感
が
う
か
が
え

る
。
一
方
、
消
費
税
率
引
上
げ
の
影
響

や
、
人
件
費
の
上
昇
や
受
注
機
会
の
損

失
な
ど
人
手
不
足
の
深
刻
化
の
影
響
、

原
材
料
費
の
上
昇
、
コ
ス
ト
増
加
分
の

価
格
転
嫁
の
遅
れ
、
貿
易
摩
擦
や
世
界

経
済
の
動
向
、
日
韓
情
勢
の
行
方
な
ど

不
透
明
感
が
増
す
中
、
中
小
企
業
の
業

況
感
は
慎
重
な
姿
勢
が
続
く
。

　

北
陸
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
の
全
産
業
の
業

況
Ｄ
Ｉ
は
、
悪
化
。

　

建
設
業
で
は
、
北
陸
新
幹
線
延
伸
関

連
の
工
事
を
始
め
と
す
る
公
共
工
事
が

堅
調
に
推
移
す
る
も
の
の
、
働
き
方
改

革
へ
の
対
応
や
人
手
不
足
に
伴
う
人
件

費
・
外
注
費
増
加
の
影
響
を
指
摘
す
る

声
が
聞
か
れ
、
収
益
を
圧
迫
し
た
。
ま

た
、
サ
ー
ビ
ス
業
で
は
、
浸
水
被
害
に

伴
い
休
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
な
ど
、

台
風
19
号
の
影
響
が
残
る
ほ
か
、
消
費

税
率
引
上
げ
に
伴
う
消
費
者
の
節
約
志

向
の
強
ま
り
に
よ
り
、
飲
食
業
や
宿
泊

業
な
ど
で
売
上
が
悪
化
し
た
。

CCI−LOBO

商
工
会
議
所
早
期
景
気
観
測

業
況
Ｄ
Ｉ
は
、消
費
低
迷
か
ら
悪
化

　

 

先
行
き
は
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れ
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方
続
く

産業別業況DI（前年同月比）の推移
北陸信越ブロック

ＤＩ＝（増加・好転などの回答割合）−
（減少・悪化などの回答割合）実数
値の上昇率を示すものではなく、強
気・弱気などの景気感の相対的な広
がりを意味する。

20

10

0

-10

-20

-30

-40

-50

-60

-70

サービス小売卸売

製造建設

6月 7月 8月 9月 10月 11月

全業種

商工会議所検定試験

合
格
お
め
で
と
う

第
１
５
３
回 

簿
記
検
定
試
験

　

２
級小

幡

幸

奈

　
（
Ｍ
Ｓ
ア
カ
デ
ミ
ー
）

　

３
級井

熊

未

来

石

澤

綾

香

小

幡

幸

奈

滝　

沢　

ひ
と
美

中

澤

智

美

（
以
上
、Ｍ
Ｓ
ア
カ
デ
ミ
ー
）

星　
　
　

佳
代
子

高

橋

友

記

高

橋

和

世

中

村

喜

博

野

上

髙

子

高

橋

里

美

米　

山　

あ
ゆ
み

櫻　

井　

佐
知
子

馬

場

理

江

　
　
　
（
順
不
同
）

※
合
格
者
の
内
、
掲
載
に
つ
い
て
同

意
さ
れ
た
方
の
み
の
お
知
ら
せ

と
な
り
ま
す
。

※
１
級
は
受
験
申
し
込
み
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
の
で
実
施
し
て
お

り
ま
せ
ん
。

●小千谷商工会議所女性会●
１月４日(土)会員大会

【第２部】新春賀詞交歓会にて
１月４日(土)会員大会

【第２部】新春賀詞交歓会にて

お抹茶を振る舞いますお抹茶を振る舞います
女性会ブースへお越しくださいませ
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か
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会報本紙に掲載

会報本紙に掲載



小規模企業共済からのお知らせ

令和元年分の所得控除を受けようとお考えの方へ！！
節税対策は出来ていますか？

　今年中に小規模企業共済の加入・増額をされる場合、掛金を口座振替でお支払いされますと、口座振
替の開始が翌年1月以降となるため、当年の所得控除の対象にはなりませんのでご注意ください。
　令和元年分の所得控除を希望される方は、加入・増額とも掛金は必ず「現金」でお申込みください。

お申し込みは
小千谷商工会議所  TEL：81-1300

会会 員員 情情 報報
11月末会員数　955

■事業所名変更
　㈱渡吉　（9月19日付）
　　（旧）渡吉建設

■所在地・連絡先変更
　㈱渡吉　（9月19日付）
　　（新）高梨町1928-4  電話・FAXとも77-6336
　　（旧）高梨町559

■所在地変更
　創作居酒屋 楽笑　（11月11日付）
　　（新）本町2-2-21  （旧）本町2-1-5 商工福祉会館1F

■代表者変更
　イオンリテール㈱イオン小千谷店　（9月11日付）
　　（新）坂井　勝則　　（旧）山田　裕之
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年末年始の会議所休業日
令和
元年12月28日㈯～　  1月5日㈰令和

２年
　当所は、１２月２７日（金）をもちまして年内業務を終了させてい
ただきます。通常業務の開始は、１月６日（月）からとなります。
　また、これに伴い１２月２７日（金）～１月５日（日）は、貸館業務を
行いませんのでご了承ください。
　なお、１月４日（土）は、「会員大会【第１部】新春セミナー」を開催す
るため、１４：３０～１６：００のみ開館いたします。
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